
                   第１号様式-別紙 

YES 環境出前授業 記載用紙 
講座名： 独自取材の リアルな写真で学ぶ海のプラスチックごみ、  

     マイクロプラスチック問題                      

団体名： NPO 法人海の森・山の森事務局                      
 

テーマ 

Ａエネルギー・くらし：□省エネ □再エネ □気候変動（温暖化、地球環境）■くらし 

Ｂ生き物：□生物多様性   Ｃ自然：□水  □みどり   

Ｄ資源の循環：■３Ｒ（サーキュラーエコノミー等） 

その他（具体的に）：□（            ） 

講座対象者 
■小学校低学年 ■小学校中学年  ■小学校高学年  ■放課後施設利用児童 

■中学生   ■高校生     ■大学生     ■地域一般 

授業活用例 

※教科・単元など 

社会・理科・総合学習 

対応可能曜日 ■平日  ■休日  □その他（     曜日のみ） 

対応可能時間 08:00 から 18:00 

講座実施方法  
■学校出前授業（講義＋体験） □ワークショップ（工作・実験等の体験） 

■イベント、ブース出展    □施設見学 

講座所要時間 基本 2時限（相談可） 

実施条件、 

必要な準備等 

使用希望 駐車場、モニター（スクリーン＋プロジェクターでも OK）、クラス単位での実施が

望ましい（相談可） 

 
【お問合せ先】 

団体名： NPO 法人海の森・山の森事務局 

メールアドレス：toyo-da@nifty.com 

内         容 

１． 本講座の目的・ねらい、工夫 

2050 年には、海のプラスチックごみの量が、魚の量を超えてしまうと予想されています。実際に海のプ 

ラスチックごみがどのような状態なのか? このごみは一体どこから来るのか? どのようにしたら無くせる 

のかを、独自に取材した豊富な写真を数多く見ながら学びます。 

 

２． 講座の内容、流れ（時間配分）など 

1.海の生き物について 

2.海の生き物たちへのブラスチックごみの影響 

3.海のプラスチックごみの現状 

4.マイクロプラスチックの今後の自分たちへの害とは? 

5.どうしたらごみはなくなるのか? 活動例 

6.子どもたちの取り組み例 

7.みんなにできることの提案       90 分（途中休憩時間あり） 


